
はじめに「ご記入者」、「電話番号」欄をご記入ください。

ご記入者 部課名 役職 ご芳名
電話
番号

　

　

　　　　　　　今期の実績

　　　　　　　来期の見通し

　　　　　　　今期の実績

　　　　　　　来期の見通し

　　設問１－３≪経常利益≫　

　　　　　　　今期の実績

　　　　　　　来期の見通し

　

　

　　　　　　　今期の実績

　　　　　　　来期の見通し

　　　　　　　今期の実績

　　　　　　　来期の見通し

　

　　　　         今期の状況

        今期の状況

　　　　         今期の状況

        今期の状況 　　1．楽である　　2．やや楽である　　3．普通　　　4．やや苦しい　　　5．苦しい

1．過剰　　　　2．やや過剰　　　　　3．適正　　　　4．やや不足　　　　5．不足

　  設問３－２≪労働力≫　※パートタイム、アルバイト等の非正規雇用従業員を含みます。

1．過剰　　　　2．やや過剰　　　　　3．適正　　　　4．やや不足　　　　5．不足

　  設問３－３≪生産・営業用設備≫　

1．過剰　　　　2．やや過剰　　　　　3．適正　　　　4．やや不足　　　　5．不足

　  設問３－４≪資金繰り≫　

1．上昇する　　　　　2．変化はない　　　　　　3．下降する　

設問３　貴事業所の今期の在庫、労働力、設備、資金繰りの状況について、おたずねします。

　■それぞれ、該当する番号を１つ選び、○をつけてください。

今期（令和７年10月～12月期）の状況

　  設問３－１≪製（商）品在庫≫　※製（商）品を持たない業種の場合は未記入で結構です。

来期（令和８年１月～３月期）の見通し　　　　　　　今期（令和７年10月～12月期）と比べて。

　　設問２－１≪製（商）品単価≫　※製（商）品を持たない業種の場合は未記入で結構です。

1．上昇した　　　　　2．変化がなかった　　　　3．下降した　

1．上昇する　　　　　2．変化はない　　　　　　3．下降する　

　　設問２－２≪原材料（仕入）価格≫　※原材料を持たない業種の場合は未記入で結構です。

1．上昇した　　　　　2．変化がなかった　　　　3．下降した　

1．増加した　　　　　2．変化がなかった　　　　3．減少した　

1．増加する　　　　　2．変化はない　　　　　　3．減少する　

設問２　貴事業所の製品単価、原材料価格の状況について、おたずねします。

　■それぞれ、該当する番号を１つ選び、○をつけてください。

 今期（令和７年10月～12月期）の実績　　　　　　　　前期（令和７年７月～９月期）と比べて。

　　設問１－１≪売上高≫　

1．増加した　　　　　2．変化がなかった　　　　3．減少した　

1．増加する　　　　　2．変化はない　　　　　　3．減少する　

　　設問１－２≪販売数量≫　

1．増加した　　　　　2．変化がなかった　　　　3．減少した　

1．増加する　　　　　2．変化はない　　　　　　3．減少する　

　　　　仙台市企業経営動向調査票（令和７年12月調査）              仙台市経済局

設問１　貴事業所の売上、収益等の状況について、おたずねします。

　■それぞれ、該当する番号を１つ選び、○をつけてください。

　　今期（令和７年10月～12月期）の実績　　　　 　　前年同期（令和６年10月～12月期）と比べて。

来期（令和８年１月～３月期）の見通し　　　  　　 前年同期（令和７年１月～３月期）と比べて。

秘

⇒

※名称に支社・支店名が記載されている場合は、当該支社・支店に限定してお答えください。

秘
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　　　　　1．緩い　　　　　　　　　　　　　　　　2．さほど厳しくない　　　　　　　　　　　　　　　　3．厳しい

　　　　　1．融資を申し込んだが断られた　　　　　　　　　　2．融資を申し込んだが減額された

　　　　　3．返済猶予等を断られた　　　　　　　　　　　　　　4．その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

        今後の予定

        今後の予定

        今後の予定

　　　　　　　今期の実績

　

　　　　　　　来期の見通し 1．良い　　   　　 　 　 　　　　2．普通　　　 　　　　  　   　　3．悪い

「設問６－２」をお答えの理由を、下の欄にご記入ください。

理由

例）天候不良、円安、石油価格の高騰、外国人観光客の増加、お祭り客の増加

理由

例）天候不良、円安、石油価格の高騰、外国人観光客の増加、お祭り客の増加

来期（令和８年１月～３月期）の見通し

　　設問６－２≪来期の事業所の業況（業況の良し悪し）≫

　■該当する番号を１つ選び、○をつけてください（季節的な要因を除いてご回答ください）。

今期（令和７年10月～12月期）の実績

　　設問６－１≪今期の事業所の業況（業況の良し悪し）≫

　■該当する番号を１つ選び、○をつけてください（季節的な要因を除いてご回答ください）。

1．良い　　   　　 　 　 　　　　2．普通　　　 　　　　  　   　　3．悪い

「設問６－１」をお答えの理由を、下の欄にご記入ください。

1．増員する　　　　　　　　2．変化させない　　　　　　　　3．減員する

　　設問５－２≪非正規従業員数≫　※季節的な要因を除いてご回答ください。

1．増員する　　　　　　　　2．変化させない　　　　　　　　3．減員する

　　設問５－３≪生産・営業用設備≫

1．増強する　　　　　　　　2．変化させない　　　　　　　　3．縮小する

設問６　貴事業所の業況について、おたずねします。

　      ＜「３．厳しい」とお答えの方へ＞該当する番号を１つ選び、○をつけてください。

設問５　貴事業所の今後の従業員数、設備投資の予定について、おたずねします。

来期（令和８年１月～３月期）以降の予定

　■来期以降の予定について、それぞれ該当する番号を１つ選び、○をつけてください。

　　設問５－１≪正規従業員数≫

設問４　金融機関の貸出の対応について、おたずねします。

今期（令和７年10月～12月期）における対応状況

　　設問４－１≪金融機関の対応≫

　■該当する番号を１つ選び、○をつけてください。※金融機関から融資等を受けていない場合は未記入で結構です。
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　　　　　　　今期の実績

■記入例：業況の好転による採用拡大、新規設備投資、ＩＴ・ロボットの導入による効率化

ここからは特別設問です。

●成長意向と経営方針について

 

        1．早期に高い成長を実現したい 　3．成長にこだわらず現状を維持したい

        2．時間をかけて安定的な成長を実現したい 　4．事業縮小または撤退を見据えている

 

        1．事業を拡大していく予定 　3．未定

        2．事業を拡大する予定はない

特別
設問
１

  今後５年間の成長に関する意向について、あてはまるものをお答えください。
　（１つに○）

特別
設問
２

　今後の５年間の経営方針について、あてはまるものをお答えください。（１つに○）

今期（令和７年10月～12月期）における課題

　　設問８－1≪経営上の課題≫

　■該当する番号を上位３つまで選び、重要度の高い課題順にその番号をご記入ください。

設問９
　貴事業所の今期（令和７年10月～12月期）の業況に対応して、具体的な処置を行った
　ものがありましたらご記入ください。

今期（令和７年10月～12月期）の実績　　　　　　　　前年同期（令和６年10月～12月期）と比べて。

　　設問７－１≪事業所の業況（業況の変化）≫　

　■該当する番号を１つ選び、○をつけてください。

1．好転した　　　　　　　　　　2．変化なし　　　　　　　　　　3．悪化した

設問８　貴事業所の経営上の課題について、おたずねします。

設問７　貴事業所の業況の変化について、おたずねします。

第１位

第２位

第３位

　①．合理化・省力化不足　②．設備・店舗等の老朽化又は狭さ　③．原材料・仕入製（商）品高

　④．設備過剰　　　　　　⑤．売上・受注の停滞、不振　　　　⑥．資金繰り・金融難

　⑦．求人・人材難　　　　⑧．人件費高騰　　　　　　　　　　⑨．在庫過大

　⑩．販売価格の値下げ　　⑪．競争の激化　　　　　　　　　　⑫．生産・販売能力の不足

　⑬．諸経費の増加　　　　⑭．立地条件の悪化　　　　　　　　⑮．その他（　　　　 　　　）

　⑯．特になし

特別設問３へ
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        1．事業拡大の意向がない 　4．経営者の高齢化のため

        2．事業拡大したいが、人材が不足 　5．事業の効率化を図る（経営資源を集中させる）ため

        3．事業拡大したいが、資金が不足 　6．その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

●設備投資意向について

 

        1．強く感じる 　3．あまり感じない

        2．ある程度感じる 　4．全く感じない

        1．具体的な計画があり積極的に拡大したい（今年度実施済を含む）

        2．具体的な計画はないが拡大していく方向で検討している

        3．近年の取組と同等の水準で実施する方向で検討している

        4．必要性は感じているが、具体的な検討には至っていない

        1．生産性向上・業務効率化 　6．安全性向上・防災力強化

        2．新製品・新分野開発、事業拡大 　7．働きやすい職場環境の整備

        3．研究開発強化 　8．老朽設備の更新・維持管理

        4．エネルギー効率化・環境対応（GX対応など） 　9．その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

        5．品質向上

        1．資金的な余力がない 　5．エネルギー・原材料価格の高騰で余裕がない

        2．人材や技術が不足している 　6．投資リスクが高く、判断に踏み切れない

        3．投資効果・収益性が見えにくい 　7．その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

        4．市場の見通しが不透明

        1．現状の設備で十分対応できている 　3．設備投資の効果が見込めない

        2．直近で設備投資を行っており、追加の投資は 　4．将来的に事業縮小・撤退を見据えている

　　　　　 見込んでいない 　5．その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

特別
設問
６

　特別設問５で「１～３」を選択した事業所にうかがいます。
　設備投資を実施する、または検討する主な目的をお聞かせください。（複数回答可）

特別
設問
７

　特別設問５で「４」を選択した事業所にうかがいます。
　検討に至らない・実施できない主な理由をお聞かせください。（複数回答可）

特別
設問
８

　特別設問４で「３」または「４」を選択した事業所にうかがいます。
　設備投資が必要と感じない理由をお聞かせください。（複数回答可）

　設備投資は規模拡大や成長のために実施するのみならず、コスト高に対応するべく、生産性向上や
省力化に資するものとして実施していくことが効果的であると考えられます。

特別
設問
４

　貴事業所では、今後の事業継続や成長に向けて設備投資が必要だと感じますか。
　（１つに○）

特別
設問
５

　特別設問４で「１」または「２」を選択した事業所にうかがいます。
　近年の取組と比較して今後５年間の設備投資について、最も近いものをお答えください。
　（１つに○）

特別
設問
３

　特別設問２で「２」を選択した事業所にうかがいます。
　事業を拡大しない・できない理由について、あてはまるものをお答えください。
　（複数回答可）

特別設問６へ

特別設問７へ

特別設問５へ 特別設問８へ

次ページの設問へお進みください。
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        1．補助金・助成金などの財政的支援

        2．融資・保証制度の活用支援（制度融資、信用保証など）

        3．税制優遇や減税措置などの制度面での支援

        4．投資に関する事例紹介や成功事例の共有

        5．専門家の派遣や設備投資に係る技術的アドバイス

        6．設備投資に関する最新情報や支援制度の周知・情報提供

        7．相談窓口やワンストップでの支援体制の整備

        8．特になし

●人的資本投資意向について

        1．強く感じる 　3．あまり感じない

        2．ある程度感じる 　4．全く感じない

        1．具体的な計画があり積極的に拡大したい（今年度実施済を含む）

        2．具体的な計画はないが拡大していく方向で検討している

        3．近年の取組と同等の水準で実施する方向で検討している

        4．必要性は感じているが、具体的な検討には至っていない

        1．生産性や収益性の向上を図りたい 　6．働きやすく多様な人材が活躍できる職場環境を

        2．新たな付加価値や事業領域を拡大したい 　　　整備したい

        3．経営方針・経営戦略に合致した人材を採用したい 　7．待遇や働きがいを改善したい

        4．若手・中堅人材の定着につなげたい 　8．従業員の健康・安全を確保したい

        5．専門性・高度人材を育成し、スキル向上を図りたい 　9．その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

        1．教育研修の充実（階層別・職能別など） 　7．多様な人材の採用・登用促進

        2．リスキリングやリカレント教育などの学び直しへの支援 　8．計画的・戦略的な採用活動

        3．人事・評価制度の見直し 　9．健康経営・メンタルヘルス施策

        4．管理職・リーダー層のマネジメント力強化 　10．人的資本情報の整備・開示

        5．賃上げの実施・成果に見合った報酬体系の整備・改善 　11．その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

        6．柔軟な働き方・勤務制度の導入 　12．特になし

（育児・介護の両立支援含む）

特別
設問
12(2)

　特別設問11で「１～３」を選択した事業所にうかがいます。
　特別設問12（１）のような成果を実現するために、どのような取組に力を入れていく
　予定ですか。（複数回答可）

特別
設問
11

　特別設問10で「１」または「２」を選択した事業所にうかがいます。
　近年の取組と比較して今後、人的資本への投資についてどのように取り組みたいと
　お考えですか。（１つに○）

特別
設問
12(1)

　特別設問11で「１～３」を選択した事業所にうかがいます。
　人的資本への投資を通じて、どのような成果や状態を実現したいとお考えですか。
　（複数回答可）

特別
設問
９

　設備投資を進めるにあたって行政や金融機関、商工会議所等の支援機関にどのような
  支援を期待しますか。（複数回答可）

　人的資本とは、人材が、教育や研修、日々の業務等を通じて自己の能力や経験、意欲を向上・蓄積
させることで新たな価値を生み出す存在であり、そのような人材を「資本」として捉える表現です。
人的資本への投資（教育・訓練や働き方の環境整備など）は企業成長はもとより企業価値向上に直結
するものであるとの認識が広がりつつあります。

特別
設問
10

　貴事業所では、今後の事業継続や成長に向けて人的資本投資が必要だと感じますか。
　（１つに○）

特別設問１３へ

特別設問１２（１）、（２）へ

特別設問１１へ 特別設問１４へ
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        1．資金が不足している 　6．投資効果の把握方法が不明確

        2．人材が不足している 　7．どこに相談してよいかわからない

        3．経営層の理解や関心が不足している 　8．社内事情等の性質上、外部に相談しづらい

        4．マネジメント層の理解や関心が不足している 　9．その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

        5．支援策や成功事例の情報が足りない

        1．現状の人材で十分対応できている

        2．外部人材やプロ人材、外部委託などの外部リソースを活用している

        3．人的資本投資の効果が見えにくい（転職等の人材の流動性により回収できない　など）

        4．何から取り組むべきかわからない

        5．人的資本という考え方に馴染みがない

        6．将来的に事業縮小・撤退を見据えている

        7．その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　

        1．補助金・助成金などの支援 　5．人的資本への投資事例の共有

        2．専門家による伴走支援 　6．その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

        4．セミナー・学習機会の提供

●仙台市企業経営動向調査の回答方法についてお尋ねします。

　

　　　　1．希望する 2．希望しない

最後に、本市の産業政策に関するご意見・ご要望、取り上げてほしい話題等がございましたら、以下にご記入ください。

以上でアンケート調査は終了です。ご協力、誠にありがとうございました。

        3．専門家・アドバイザーによる助言 　7．特になし

事業者の皆様の負担を軽減し効率的に集計を行うため、WEB回答を推奨しております。
次回以降、WEB回答を希望しますか。（１つに○）
※希望する場合には、次回以降、WEB回答フォームURL（二次元コード）、ログイン用IDと
　パスワードを記載した調査依頼状を送付いたします。

特別
設問
14

　特別設問10で「３」または「４」を選択した事業所にうかがいます。
　人的資本への投資を必要と感じない理由をお聞かせください。（複数回答可）

特別
設問
15

　人的資本への投資を進めるにあたって行政や金融機関、商工会議所等の支援機関に
  どのような支援を期待しますか。（複数回答可）

特別
設問
13

　特別設問11で「４」を選択した事業所にうかがいます。
　検討に至らない・実施できない主な理由をお聞かせください。（複数回答可）
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